
昨年末12月19日に日本建築学会で開かれたシンポジウム「葛西臨海水族園の長寿命化を考える｣ にて
都の掲げる既存建物が存続不能とする根拠はなく､全て対応可能であることが明らかとなりました｡

○都の掲げる理由１　設備改修が困難
→ 建築設備は改修可能なよう設計されています｡
　 最大の問題点とされた濾過水槽も都が公表しなかった劣化診断で腐食はなく､
　 今後も使い続けられることが情報開示で明らかとなりました｡
○都の掲げる理由２　バリアフリー対応の不備
→ 不備とされたバリアフリー対応は、実施設計までほぼ終了しており､
　 一部発注されただけであり､十分対応可能な事が明らかとなりました｡

東京都は昨年末、水族園の『更新事業計画』を発表しました｡
この計画は既存本館の水族園機能を無くし､全て新施設に移すという計画です｡

竣工後わずか30年で､入場者数累計5600万人､現在も年間140万人以上もの
人々が訪れる都民の共有財産が失われようとしています｡

既存本館を存続し､最低限の増築とすることを実現しましょう。

都の掲げる既存本館の存続不能とする根拠はなく､十分対応可能です。

葛西臨海水族園の危機を救うためパブコメ投稿を‼

又は

新施設 22,500 ㎡

既存施設から水族園機能を剥奪

東京都の更新計画

既存本館を水族園として残し、最低限の増築とするよう
意見を　都　に送ってください！

　送り先: googoleで　東京都 パブコメ 水族園  で検索してください。
投稿後 控えを　pubcome.kaq@gmail.com 　までお送りください。

　

大水槽アネックス10,000 ㎡

既存施設の改修
+

既存施設の改修のみ


